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ボーリング柱状図
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107.40 0.30 0.30 シルト質
細砂
(FSM)

105.90 1.50 1.80

玉石混じ
り砂礫
(GS-B)

104.70 1.20 3.00

礫混じり
細砂
(FS-G)

104.00 0.70 3.70

砂混じり
粘土
(CH-S)

97.30 6.70 10.40

粘土混じ
り砂礫
(GS-C)

暗褐

暗
灰

灰
褐

褐
灰

灰
褐

密
な

中
ぐ
ら
い

中
位

密
な

粒子均一な細砂主体 シルト混じる

礫はφ20～40mm程度の円礫を主
体とする
推定礫径φ100～200mm程度の玉
石が混じる
礫,玉石間は砂および少量の細粒分
で充填されている

φ10～30mm程度の円礫混じる
中・粗砂混じる
2.0～2.3m間は細砂主体である

ローム質を呈す粘性土
細砂混じりである

礫はφ20～40mm程度の円,亜円礫
が主体である
所々にφ100mm前後の玉石が点在
する
礫間は砂および粘土主体の細粒分
で密に充填されている
5.0m付近まで砂の混入が多い
5.0m以深,若干風化礫の混入がみら
れる
7.35～7.5m間にφ150mm程度の玉
石点在する
9.5m以深,礫の風化が著しい
孔壁の自立性は低く,若干掘削水の
逸水が認められる
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